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中
央
労
金
で
は
、
「
ろ
う
き

ん
」
に
対
す
る
理
解
と
、
積
極

的
に
労
金
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
会
員
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
年
２
回
、
組
合

宣
伝
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

審
査
の
対
象
は
、
紙
媒
体
部

門(

中
央
労
金
の
記
事
・
広
告

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
機
関
紙
、

チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
、
壁
新
聞

な
ど)

と
、
電
子
媒
体
部
門(

中

央
労
金
の
記
事
・
広
告
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
組
合
員
へ
の
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
な
ど)

で
す
。
由
倉
労
組

の
機
関
紙
『
炎
』
も
、
こ
の
紙

媒
体
部
門
に
応
募
し
て
き
ま
し

た
が
、
毎
年
参
加
賞
ど
ま
り
で

し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
２
０
１
１
年
上

期
の
中
央
ろ
う
き
ん
の
組
合
宣

伝
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結

果
が
発
表
さ
れ
、
由
倉
労
組
の

機
関
紙
『
炎
』
が
紙
媒
体
部
門

で
、
は
じ
め
て
佳
作
に
入
選
し

ま
し
た
。
10
月
24
日
に
開
催
さ

れ
た
中
央
ろ
う
き
ん
佐
野
支
店

の
全
体
会

議
で
表
彰

の
伝
達
式

が
あ
り
ま

し
た
。

今
期
の

コ
ン
ク
ー

ル
に
は
１

９
８
点
の

応
募
が
あ

り
、
紙
媒

体
部
門
の

最
優
秀
賞

は
「
東
芝

労
組
小
向

支
部
」
、

優
秀
賞
は

「
Ｉ
Ｈ
Ｉ

労
組
武
蔵
支
部
」
で
し
た
。
特

別
賞
は
４
組
合
、
佳
作
に
は
18

組
合
の
機
関
紙
な
ど
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
栃
木
県
か
ら
は
、
佳

作
に
高
教
組
、
シ
ャ
ー
プ
労
組

栃
木
支
部
と
由
倉
労
組
の
３
組

合
が
入
選
し
て
い
ま
す
。

１
９
８
点
の
応
募
の
う
ち
30

点
が
入
選
し
て
い
ま
す
が
、
入

選
し
た
組
合
を
見
る
と
、
大
き

な
労
働
組
合
で
専
従
者
が
い
て
、

組
合
機
関
紙
作
り
も
業
務
と
し

て
や
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
よ

う
な
組
合
ば
か
り
で
す
。
そ
う

し
た
中
で
、
少
人
数
の
組
合
の

機
関
紙
で
あ
る
『
炎
』
が
入
選

し
た
こ
と
は
機
関
紙
作
り
の
大

き
な
励
み
で
す
。

普
段
の
機
関
紙
の
評
価
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
労
金
の
記

事
・
広
告
が
評
価
の
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
入
選
を
励

み
に
、
こ
れ
か
ら
も
読
者
の
方
々

に
発
行
を
期
待
さ
れ
る
よ
う
な

紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
！
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本
日
、
由
倉
労
組
第
78
回
定
期
大
会

５
時
30
分
開
会

藤
岡
工
場
食
堂

大
会
を
公
開

傍
聴
希
望
者
は
申
し
込
み
を
！

由
倉
労
組
『
炎
』
佳
作
に
入
選

10
月
21
日(

金)

佐
野
市
勤

労
者
会
館
に
お
い
て
、
10
・

21
国
際
反
戦
デ
ー
佐
野
地
区

集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
国
際

反
戦
デ
ー
は
１
９
６
７
年
、

当
時
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
反

対
し
て
は
じ
ま
っ
た
集
会
で
、

そ
の
後
40
年
以
上
、
佐
野
地

区
労
は
毎
年
10
月
21
日
に
集

会
を
開
催
し
て
い
る
。

例
年
、

市
役
所

前
広
場

で
集
会

を
行
い
、

そ
の
後

デ
モ
行

進
を
行
っ

て
い
た
が
、
今
年
は
市
役
所

の
改
築
の
た
め
、
勤
労
者
会

館
で
屋
内
集
会
と
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
ケ

月
余
り
が
経
過
し
、
い
ま
だ

に
原
発
事
故
は
終
息
の
見
通

し
が
立
っ
て
い
な
い
中
、
福

島
県
郡
山
市
在
住
の
佐
藤
昌

子
さ
ん
か
ら
「
福
島
の
今
」

と
い
う
題
で
講
演
が
あ
っ
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
福
島
の
こ

ど
も
た
ち
に
対
す
る
健
康
被

害
に
つ
い
て
大
き
な
問
題
が

あ
る
と
し
て
、
郡
山
市
の
14

名
の
親
た
ち
が
郡
山
市
を
相

手
取
り
、
福
島
地
裁
郡
山
支

部
に
年
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
の
安
全
な
場
で
教
育
を

実
施
す
る
よ
う
求
め
る
裁
判

(

ふ
く
し
ま
集
団
疎
開
裁
判)

の
申
し
立
て
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。
郡
山
市
は
裁
判
の
中

で
、
危
険
だ
と
思
え
ば
引
越

せ
ば
よ
い
と
い
う
『
転
校
の

自
由
』
を
主
張
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
経
済
的
な
問
題
な
ど
、

ふ
く
し
ま
の
現
実
を
見
な
い

残
忍
酷
薄
な
暴
論
だ
と
佐
藤

さ
ん
は
批
判
す
る
。

す
で
に
福
島
県
内
の
こ
ど

も
１
３
０
人
を
対
象
に
行
っ

た
健
康
調
査
で
、
う
ち
10
人

に
甲
状
腺
機
能
に
変
化
が
み

ら
れ
、
経
過
観
察
が
必
要
と

診
断
さ
れ
た
。

佐
藤
さ
ん
は
「
原
発
安
全

神
話
」
は
崩
壊
し
た
が
、
放

射
能
を
浴
び
て
も
今
の
レ
ベ

ル
な
ら
安
全
だ
と
い
う
新
た

な
「
放
射
能
安
全
神
話
」
を

心
配
す
る
。
「
福
島
を
忘
れ

な
い
で
下
さ
い
、
福
島
で
起

き
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
核

戦
争
で
す
」
と
訴
え
た
。

福
島
を
忘
れ
な
い
で
！

10
・21
国
際
反
戦
デ
ー
佐
野
地
区
集
会

３
日

全
国
一
般
全
国
協
中
央
執
行
委
員
会

13
日

９
条
の
会
「
東
日
本
大
震
災
と
憲
法
」
講
演
会

15
日

秋
の
共
同
行
動

県
及
び
労
働
局
交
渉

18
日

荏
原
グ
ル
ー
プ
労
連
評
議
員
会

20
日

「
失
業
者
村
」
も
ち
つ
き
大
会

11月の予定

栃
木
か
ら
佳
作
に
３
組
合

佐
野
で
は
初
め
て
の
入
選

審査の対象になった『炎』８６１号、８６５号の紙面

佐
野
地
区
労
の
第
58
回
定

期
大
会
が
、
10
月
23
日(

日)

午
前
９
時
か
ら
佐
野
市
勤
労

者
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
議
長
団
に
由
倉
労

組
の
粂
谷
書
記
長
と
、
わ
た

ら
せ
ユ
ニ
オ
ン
の
小
川
副
委

員
長
を
選
出
し
て
始
ま
っ
た
。

小
野
地
区
労
議
長
は
あ
い
さ

つ
の
中
で
、
東
日
本
大
震
災

以
降
の
活
動
に
お
い
て
、
社

会
的
弱
者
を
守
る
闘
い
に
取

り
組
ん
で
き
た
佐
野
地
区
労

の
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
活

動
を
支
え
る
た
め
に
も
地
区

労
組
織
、
組
合
員
の
拡
大
は

最
優
先
の
課
題
で
あ
る
と
述

べ
た
。

来
賓
と
し
て
富
岡
芳
忠
衆

議
院
議
員
、
渡
辺
公
一
宇
都

宮
地
区
労
議
長
、
寺
内
冨
士

夫
市
議
会
議
員
、
宇
賀
神
社

民
党
栃
木
県
連
幹
事
長
な
ど

が
あ
い
さ
つ
し
、
後
か
ら
遅

れ
て
谷
博
之
参
議
院
議
員
も

あ
い
さ
つ
し
た
。

議
事
に
入
っ
て
、
一
般
経

過
報
告
、
会
計
報
告
を
承
認

し
、
２
０
１
１
年
度
運
動
方

針
（
案
）
、
予
算
（
案
）
を

全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

地
区
労
の
役
員
は
２
年
任

期
で
、
今
年
度
は
役
員
改
選

は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
エ
ボ
ナ
イ
ト
労
組
か
ら

派
遣
さ
れ
て
い
た
小
野
浩
財

務
局
長
が
単
組
の
事
情
で
退

任
し
、
後
任
に
、
今
ま
で
地

区
労
の
教
宣
部
長
を
担
当
し

て
い
た
エ
ボ
ナ
イ
ト
労
組
の

麦
倉
清
さ
ん
を
新
財
務
局
長

に
選
出
し
た
。

あいさつする小野地区労議長

組
合
員
の
拡
大
は
最
優
先
の
課
題


